
１　補正概要 （単位：千円）

  　　 　　　　補 正 予 算 額 

   　　　　　　既 決 予 算 額

   　　　　　　累        　計 (対前年度３月現計△6.5％)

   　　　　　［歳入の主な内訳］  

２　補正予算のポイント

３　主な補正事業

○　国の補正予算関連（公共事業等）

　（１） 防災・減災対策 （単位：百万円）

予　算　額

725
904
287
573
209

2,698

　（２） 社会インフラ老朽化対策等 （単位：百万円）

予　算　額

1,494
38
243
154

1,929

　県営住宅の大規模改修等

小　　計（２）

　山腹崩壊地など荒廃山地の復旧整備

小　　計（１）

事　業　概　要

　道路・トンネル・橋梁の防災点検等、橋梁補強・補修

　治水ダムの長寿命化計画策定

　護岸の補修及び可動橋の修繕等

事　業　概　要

　道路の法面崩壊・落石対策やトンネル老朽化対策

　河川の護岸工や築堤工など浸水被害対策

　岸壁、防波堤整備など港湾の防災対策等

　砂防ダムの整備や急傾斜地の法面補強など土砂災害対策

寄 附 金 1,353,603
財政調整用基金繰入金 △ 13,596,544 (年度末残高見込み  　43,061百万円)

県 債 △ 4,521,000 (年度末残高見込み 1,058,123百万円)

地 方 譲 与 税 1,800,000 (地方法人特別譲与税)

地 方 交 付 税 2,989,460
国 庫 支 出 金 8,975,297

平成２５年度一般会計３月補正予算（第３号）

△ 7,195,426

585,787,695

578,592,269

県 税 3,300,000

①景気の腰折れを防ぐため、国の補正予算を受け入れ、公共事業等を実施 （ 75億円）

②国の補正予算を受け入れ、子育て環境の整備や雇用対策等の基金に積立て ( 60億円）

③国の元気臨時交付金の受け入れなどにより県有施設整備基金を積増し (184億円)

④台風等による災害が少なかったことに伴う災害復旧・関連事業費の減 （△130億円）

⑤中小企業の資金需要が見込みを下回ったことによる県制度資金貸付額の減 （△100億円）

⑥人件費や扶助費、公債費など義務的経費の減 （△ 84億円）
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　（３） 産業の構造改革 （単位：百万円）

予　算　額

1,841
508
482
26

2,857

7,484

※債務負担行為（ゼロ国・ゼロ県債）の設定 【２６年度予算の前倒し執行】 １１事業 3,460
　・道路整備等の事業進捗を図るとともに、切れ目のない工事発注により景気の腰折れを防ぐ

○　国の補正予算関連（基金）
（単位：百万円）

H25～26 305

H25～27 198

H25～26 17

H25～26 176

H25～26 23

H25～27 1,850

H25～27 625

H25～26 2,739

H25～26 30

5,963

○　雪害対策
（単位：千円）

事　業　名 融資枠 担 当 課

(300,000)

1 200,000

500,000

○　その他
（単位：千円）

事　業　名 予　算　額 担 当 課

(4,546)

2 200,000

204,546

(810,528)

3 18,434,782

19,245,310

農地集積や集約化を加速

森林整備加速化・林業再生基金 木材の需要創出や生産コスト低減、しいたけの消費拡大

森林整備地域活動支援制度基金 森林経営計画の作成や施業の集約化を促進

　被災した農業者の事業復旧及び経営安定を図るため、２月の
雪害を特定災害に指定し金利を軽減するとともに、融資枠を拡
充する。
　・貸付金利　損失額５割以上　　　０％
　　　　　　　　　　３割以上　０．５％
　　　　　　　　　　１割以上　１．０％
　〔債務負担行為　５，９２８千円〕

団体指導・金融
課

　芸術会館に寄託されている南海コレクション５０点について
売却され散逸するおそれがあることから、購入に備えて美術品
取得基金に２億円を積み増す。
　・「アンチーブの風景」（パブロ・ピカソ）
　・「母と子」（マルク・シャガール）
　・「楽器を奏でる従者と女性」（マリー・ローランサン）
　・「オルジャン通り」（モーリス・ユトリロ）　など

文 化 課

県有施設整備基金
積立金

　県有施設の整備費等に充てるため、国の緊急経済対策（２４
年度補正第１号）で措置された地域の元気臨時交付金のほか、
互助会からの寄附金などを基金に積み立てる。
　・地域の元気臨時交付金　 12,597百万円
　・互助会寄附分　　　　　 　 844百万円
　　 ※おおいた元気創出基金に 500百万円を別途積立て

財 政 課

消費者行政活性化基金 県・市町村の消費生活相談体制を充実

緊急雇用創出事業臨時特例基金 失業者の雇用創出、在職者の処遇改善を実施

　※　予算額欄の上段（　）は既決予算額、中段は補正予算額、下段は累計予算額

事　　　　業　　　　概　　　　要

合　　　　　　　　　計

事　　　　業　　　　概　　　　要

文化活動推進事業

特定災害対策資金

農地中間管理事業等推進基金

予　算　額
(造成額)

安心こども基金 保育所等の施設整備や子育てサービスを充実

緊急雇用創出事業臨時特例基金（住宅支援分） 生活困窮者に対する支援体制を構築

自殺予防対策強化基金 自殺予防に向けた相談体制を充実

高校生修学支援基金 県奨学金の貸付や私立高校の授業料減免を実施

　杵築いちご学校の栽培施設等整備

小　　計（３）

合　　計（１～３）

基　金　名 事　業　内　容 事業期間

事　業　概　要

　道路の新設・改良

　東九州自動車道（佐伯～蒲江間）の整備

　都市計画街路庄の原佐野線の整備
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　１　補正概要

  　　 　　　　 千円

   　　　　　　 千円

   　　　　　　 千円

   　　　　　歳入の内訳   

千円

千円

　２　補正事業の内訳

事　業　名 予　算　額 担 当 課

(0)

550,000

550,000

 ※ 予算額欄の上段（　）は当初予算額、中段は補正予算額、下段は累計

　雪害による生産者の意欲減退を防ぐとともに、生産力の早期
回復を図るため、ビニールハウス等の生産施設の撤去及び再建
などに対し緊急的に支援する。
　・対象者　　市町村長からの農業被害証明を受けた生産者
　・対象施設　２６年２月の降雪により被害を受けたハウス、
　　　　　　　人工ほだ場、畜舎など
　・補助率　　６０％（国３０％　県２０％　市町村１０％）

579,142,269

330,000

                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

農林水産企画課

（対前年度３月現計 △６．４％）

事　　　　業　　　　概　　　　要

累 計

農林業施設雪害復
旧緊急支援事業

国 庫 支 出 金

220,000

平成２５年度一般会計３月補正予算（第４号）

550,000補 正 予 算 額

補 正 前 予 算 額

繰入金（財政調整基金）

578,592,269

新


